
様式第２号（第２１条関係） 

 

むつ市地域おこし協力隊活動状況報告書 

 

むつ市長  宮下 宗一郎 殿 

隊員氏名 大崎 祐暢 

次のとおり活動したことを報告します。 

【活動報告月：２０２２年１２月分】 

１．実施した活動の概要・状況 

 雪が本格的に降り始め、冬に突入したことを実感した。今月は年の終わりということのほかにも、企画した 

イベントの準備や実施、さらに年明けのイベントの準備、マダラ漁解禁と、忙しくせわしなく、あっという間に 

月日が過ぎたように感じた。年明けからバタバタと忙しいのは変わらないが、地域のため、人のために、今後も

自分ができることを増やしていこうと思う。 

 

（主な活動） 

◇１２月１７日（土）  下北ワインとジャズの夕べ 

 コロナ前に開催していた際には評判がよく、また開催してほしいとの声が多かったこともあり、今回の開催を 

企画した。個人的にはワインもジャズも触れたことがなかった世界なので、以前開催していたこと、個人的に好

きな音楽イベントを参考に、知見のある人からのアドバイス等をもとに企画した。むつ市役所内にある「下北 

TABI あしすと」の方々に協力をお願いし、開催に至った。 

 川内地区のサンマモルワイナリーのワインと、脇野沢地区で育てられている下北牛を使ったおつまみ弁当を 

提供することにし、青森県内で活動しているジャズバンド「F♭で行こう！」に演奏をお願いした。また、当日は 

バスを TABI あしすとに手配してもらい、送迎の手段を確保した。 

 参加されたお客様からは、「体験館の作りと音響がすごい良かった」「バスの手配はすごい嬉しかった」「次回

もまた参加したい」「ジャズを通じて川内、脇野沢の地域の魅力を知ることができて良かった」などとイベントに 

対する高評価をいただくことができた。また、「夕日の見える時間に開催してほしい」「追加ドリンクの不便さを

どうにかしてほしい」「雪の無い季節に開催してほしい」との声もいただくことができた。 

次回の開催も考えつつ、個人的にはいろいろな人におんぶにだっこ状態であったため、次回こそは自分で自立

できるよう努めていきたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇1２月１０日（土）～１１日（日） マダラ漁 水揚げの体験 

 １０日の朝早くに、焼き干しを通してつながった漁師さんの奥さんから、「マダラの船出たよ」との連絡を 

いただいたため、しぇるめーるの取材を兼ねて、水揚げの現場を見に行った。本来は写真を撮って帰る予定であ



ったが、場取りの際に一緒に見ていた漁協の方がいたのと、生の声を聞きたいと思い、作業のお手伝いをするこ

とにした。 

 船から上げる際にオス（白）とメス（子）、１尾のみのものと２尾入っているもので、計４種類に選別して発泡

スチロールに入れていた。大きく雌雄で分け、１尾と２尾でさらに分けて船の前に並べていた。その後、それぞ

れ重さをはかり、氷を入れて蓋をし、コンテナに並べる作業であった。 

 力仕事、誰かの助けになる仕事、海にかかわることができる仕事は大好きなので、手伝っていてとても楽しか

った。しぇるめーるを配布していたこともあり、自己紹介をしなくても地域の人に顔が知られていた。手伝って

いると「ありがとう」と言われ、温かい地域なんだなと改めて感じることができた。 

 今後も脇野沢担当として、地域の人のために自分にできることを模索して、実践していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

◇1２月２１日（水） マダラ漁 一日に密着 

 焼き干し体験でお世話になった漁師さんのもとで、船に同船し、マダラ漁の見学と撮影、水揚げのお手伝いを 

した。前日は船が出港しなかったため、当日もどうなるかわからないとのことだったが、朝６時に脇野沢漁港に 

行き、同船した。港を出ると波が高く、酔い止めを飲んでも効果がなかった。マダラの網の上がるところ、マダ

ラを船に積む作業までは覚えているが、船酔いのため戦力外となり、船の後方でお荷物となってしまった。 

 マダラの網上げが終わり、漁港に向かうときに目覚めた。酔いも波も落ち着いていた。蛸田漁港での水揚げと

のことで、船の上では戦力外だったので、水揚げ作業は人一倍頑張った。 

 今回の体験では、漁師さんから「普段の網上げの風景を記録で残したいが、仕事をしていれば撮影している暇

がない。撮影をお願いしたい。」と依頼されていた。この撮影したものを編集し、漁師さんに渡しつつ、YouTube 

などで配信し、より多くの人に知ってもらえたらなと考える。仕事が落ち着いてきたら、下北の魅力を発信する 

YouTube の作成等を行っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．翌月の活動予定 

１月のイベントの予定は特に無いが、２月にイベントを開催するので、その準備に徹していきたいと考えてい

る。マダラ漁のお手伝いも含め、地域の人のためにできることを模索して、活動していきたい。また、来年度の

計画を進め、今からできる準備を進めていきたいと考える。 

 

１月２８日 下北県民局 地域づくりプレイヤー事業 


